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論文内容の要旨

ヒューマンコンビュータインタラクションの研究では視覚メディアを中心としたものが多く、本研究では聴覚メディ

アの一つである「音楽」に焦点をあてた研究を行った。そこでは、センシング技術を利用した自然な入力インタフェー

スの実現に重点を置き、インタラクションの効果の確認、新たな知見の獲得を研究の目的とした。本論文では、実際

のニーズに基づいて行った 3 つの実践的、実用的な音楽インタラクティブシステムの研究についてまとめる。

第 1 章では、研究の背景と課題を述べ、本論文の目的と位置付けを説明する。

第 2 章では、インタラクションの一般的な形態や音楽を題材とする場合の考慮点について述べ、これまでの音楽イ

ンタラクティプシステムの技術や事例を説明する。

第 3 章は、歌唱ピッチ(音高)に関する音痴治療支援システムの研究について述べるo まず、音痴治療に有効なピッ

チマッチ訓練に対し、音痴タイプや音楽的能力のモデルを考慮、したシステム設計を行った。そして安定したピッチセ

ンシング機能をソフトウェアで実現し、ゲーム性を持たせることで楽しんで訓練できるシステムを開発した。その結

果治療に必要な期間が短縮されたことや、ピッチ感覚獲得に非常に有効であることなど、臨床結果から確認した効果

や知見について述べる。

第 4 章は、プロの尺八奏者と共に新しい音楽表現を行う目的で行ったインタラクティブアート創作システムについ

て述べる o ここでは、演奏ジェスチャをセンシングできる新世代楽器などを開発し、実際に作品制作・公演を行った

ことなどを中心に述べる。また、演奏中の奏者の生理的緊張状態から、奏者の意見と合致する指標変化を確認した。

その結果から、将来的な生理的インタフェースの可能'性についても述べる。

第 5 章は、アメニティ浴室環境の提供という産業ニーズに対し、家庭用浴槽での入浴状態をサウンドで表現するシ

ステムの研究について述べる。ここでは、入浴者の動作を湯水の動きとしてセンシングし、インタラクティブなサウ

ンドとして表現するシステムを構築した。そして、このシステムで楽しみながら入浴できることを確認した。また、

浴室外の人がそのサウンドを聞くことで入浴状態のモニタリングにも応用できることも、実験結果から述べるo

第 6 章では、第 3""""5 章の研究成果を踏まえ、インタラクションの効果と新たな知見を整理するo また、今後の音

楽インタラクティブシステムの課題と展望について述べてまとめとする。
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論文審査の結果の要旨

近年、人間とコンビュータのインタフェース技術がコンビュータの応用分野を拡大している。本論文は、現在注目

が集まりつつある「音楽」に焦点をあてた研究である。特に、人間や楽器を介したセンシング技術を利用した自然な

入力インタフェースの実現を目指し、インタラクションの効果を確認することを目的としているO 論文は、 3 つの実

践的な音楽インタラクティプシステムについて述べたものである o

第 1 の実施例は、歌唱ピッチパターンのセンシング、に基つ)~、た音痴治療支援システムの研究である。ここでは、音

痴治療に有効なピッチマッチ訓練に対し音痴タイプや音楽的能力のモデルを考慮したシステム設計を行っているo 安

定したピッチセンシング機能をソフトウェアで実現し、ゲーム性を持たせることで楽しんで訓練できるシステムを実

現している。その結果、治療に必要な期間が短縮されることや、ピッチ感覚獲得に有効であることなど、臨床結果か

ら得られた効果や知見を述べている。

第 2 の事例は、プロの尺八奏者と協力し新しい音楽表現を行う目的で行ったインタラクティプアート創作システム

である。ここでは、尺八演奏のディテールをセンシングできるシステムを開発し、実際に作品制作・公演を行ったこ

とを述べている。近年のアーティスティックコンテンツ創作支援の必要性を反映した研究である。ここではさらに、

演奏者の生理的緊張状態から、奏者の意見と合致する生理指標変化を確認している O

第 3 の応用は、アメニティ浴室環境の提供という産業ニーズに対し、家庭用浴槽での入浴状態をサウンドで表現す

るシステムの研究を行っている。水圧を利用した水位センサを利用して、入浴者の動作を湯水の動きとして計測し、

インタラクティプなサウンドとして表現するシステムを構築している。このシステムでは、楽しみながら入浴できる

と同時に、浴室外の人が入浴状態をモニタリングできるインタフェースとしても有効であるo

本研究は、音楽を対象に、センシング技術をベースとした新しいタイプのインタラクションを提案し、新規な知見

を得ており、博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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